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町
は
６
月
27
日
、
東
京
学
芸
大

学
（
東
京
都
小
金
井
市
）と
幼
児
教

育
か
ら
生
涯
学
習
ま
で
の
教
育
モ
デ

ル
を
構
築
す
る
た
め
、「
地
域
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
町
内
の
子
ど

も
た
ち
の
学
力
向
上
や
町
民
の
生
涯

学
習
社
会
へ
の
支
援
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
・
受
け
入
れ
な
ど
の

連
携
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
は
、
町
と
同
大
学
、
ゼ
ビ
オ

ホ
ー
ル
テ
ィ
ン
グ
ス（
本
社
・
郡
山

市
）、
凸
版
印
刷（
本
社
・
東
京
都
）、

猪
苗
代
青
年
会
議
所
な
ど
産
学
官
共

同
で
教
育
振
興
を
柱
と
し
て
地
域
発

展
を
図
る
「
ふ
く
し
ま
こ
ど
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
仮
称
）」
の
一
環
と
し

て
締
結
。
同
大
学
の
研
究
機
関
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
ど
も
未
来
研
究
所
が
共

同
研
究
を
進
め
、
町
の
文
化
や
風
土

を
生
か
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　

連
携
事
業
と
し
て
、
同
大
学
の
学

生
２
人
が
９
月
に
緑
小
学
校
で
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ほ

か
、
平
成
29
年
度
以
降
に
は
、
教
育

実
習
生
の
受
け
入
れ
や
同
大
学
教
育

の
研
修
、
旧
山
潟
小
学
校
の
活
用
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な

事
業
は
今
後
決
定
さ
れ
ま
す
。
締
結

式
に
出
席
し
た
同
大
学
の
出
口
利
定

学
長
は
「
地
域
の
特
色
や
強
み
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
教
員

や
学
生
の
学
び
の
場
と
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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産学官連携によ
り教育の振興を
図る

猪苗代
まちの応援マガジン　いなわしろ

Jun.2016

No.670

広
報

今月の表紙
磐梯まつりの「山車と
神輿の競演」で中央通
商店街を勇壮に練り歩
いた新北町御三壇神輿
会のみこし。「セイヤ、
オラ」と威勢の良い掛
け声で、祭りを大いに
盛り上げていました。

【撮影日】　７月 23 日
【撮影場所】　中央通り商店街

【目次】

協定書を取り交わす前後公町長と出
口学長（左）

　

第
68
回
磐
梯
ま
つ
り
は
７
月

23
、
24
の
両
日
、
お
ま
つ
り
広
場

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
磐
梯
ま

つ
り
は
、
明
治
21
年
７
月
15
日
の

磐
梯
山
噴
火
で
殉
難
し
た
人
々
を

供
養
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始

ま
り
、
五
穀
豊
穣
や
町
民
の
安
寧

を
祈
願
す
る
「
火
の
祭
り
」
と
し

て
継
承
・
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
「
火
の
祭
典
」
は
、
磐い

わ

椅は
し

神
社

で
の
御ご

神じ
ん

火か

授
与
祭
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
磐
椅
神
社
か
ら
い
た
だ
い

た
神
聖
な
御
神
火
を
実
行
委
員
や

小
天
狗
、
巫
女
に
扮
し
た
中
学
生

ら
が
、
祈
り
と
感
謝
を
込
め
て
お

ま
つ
り
広
場
ま
で
御
神
火
行
列
で

運
び
ま
す
。
こ
の
後
、
た
い
ま
つ

ラ
ン
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
磐
梯
山
の

中
腹
と
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
運
ば
れ
ま
す
。
辺
り
が
暗
く
な

る
と
磐
梯
山
に
は
山
の
火
文
字
が

現
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
町

民
が
た
い
ま
つ
行
列
と
し
て
目
抜

き
通
り
を
歩
き
ま
す
。

　

今
年
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
２
日
間
で
約
５
０
０
０
人
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
お
ま
つ
り

広
場
に
は
多
く
の
出
店
が
立
ち
並

ん
だ
ほ
か
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
24
日
の
夜
に
は
磐
梯
山
総
お

ど
り
が
行
わ
れ
、
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。
当
日
の

様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　

火
に
託
す
二
つ
の
心
・「
祈
り
」
と
「
感
謝
」。
磐
梯
ま
つ
り
に
は
二

つ
の
心
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
魂
を
慰
め
る
心
」。
も
う
一
つ
は
「
誕

生
に
感
謝
す
る
心
」。
先
人
た
ち
が
こ
の
二
つ
の
心
を
大
切
に
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
祭
り
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

第
68
回
磐
梯
ま
つ
り

写真特集

1_ たいまつ行列には４歳から９歳までの子どもたち 19 人が稚児として参加　2_ 磐椅神社で御神火授与祭を行う関係者ら　3_ 大天狗を
先頭に、磐椅神社でいただいた御神火をおまつり広場へ運ぶ御神火行列

1

32



1_ 約５００人が参加したたいまつ行列。幻想的な火の光が商店街を灯した
　2_ 猪苗代高校の生徒たちが町商工会青年部と合同でから揚げや飲み物を
販売　3_ たくさんの子どもたちが参加した山車と神輿の行列　4_ いなわし
ろ天鏡太鼓による圧巻の演奏　5_ １時間演奏を続けたおはやし会。　6_ 祭
りのフィナーレを飾る磐梯山総おどり　7_ 熱い演奏で会場を盛り上げたア
マチュアバンドの音楽ステージ　8_ 子どもたちの人気を集めたマジカルバ
ルルーン Yes のパフォーマンス

1

2

3 4 5

6 7 8

9 10

11 12 13

14

15 16 17

18 19

9_ 猪苗代中学校からは４基の創作みこしが参加　10_ 今年からおまつり広
場に設置されたボルダリング体験コーナー　11_ 磐梯山総おどりでは仮装コ
ンテストが復活　12_ よさこいチーム、会津猪舞連による演舞　13_ 川桁謡
真鼓楽会による力強い演奏　14_ キレのあるヒップホップダンスを披露した
D-BROTHERS のメンバー　15_ いのしし君が今年も登場　16_ かがり火台に
御神火を移す一ノ瀬実行委員長（左）と前後大会会長　17,18_ 大勢の観客が駆
け付けた音楽パレード　19_ 元気よく走り出すたいまつランナー
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　福島県高等学校体育連盟空手道専門部の永山小
太郎です。
　平成 29 年度全国高等学校総合体育大会（南東
北インターハイ）が山形県、宮城県、福島県、和
歌山県を舞台に、平成 29 年７月 28 日（金）から
８月 20 日（日）まで、山形県をメイン会場として
30 競技が開催されます。南東北では、山形県が
９競技、宮城県が 11 競技、福島県が 10 競技開
催されます。
　高校総体が福島県で開催されるのは、昭和 53
年以来 39 年ぶりとなります。県内では福島市で
３競技、郡山市で２競技、会津若松市で３競技、
いわき市で１競技、石川町と浅川町で１競技が開
催されます。そして、猪苗代町において、空手道
競技が平成 29 年７月 28 日（金）から 7 月 31 日（月）
までカメリーナで開催されます。
　さて、空手道という競技はあまりメジャーでは
なく、どちらかというと極真空手のほうが知名度
が高いと思います。しかし、高校における空手道
はスポーツとして普及しており、ルールで相手の
顔には触れないよう規定されています。極真空手
のような打撃を与える重厚さはありませんが、極
真とは一味違った、躍動的でスピード感溢れる白
熱した試合を見ることができます。
　空手道は、先日ブラジルのリオデジャネイロ
で開かれたＩＯＣ総会で、２０２０年の東京五
輪・パラリンピックの正式種目に決定され、ます
ます注目が集まっています。来年の高校総体で活
躍した選手が、２０２０年の東京五輪・パラリン
ピックに出場するかもしれません。南東北イン
ターハイの大会愛称「はばたけ世界へ南東北総体
２０１７」のように、世界に羽ばたく選手が出て
くれることを願っています。
　試合会場となる猪苗代町には、全国からたくさ
んの選手や大会関係者が訪れます。町民の皆さん
にも、迫力ある競技を間近で観戦し、大会を盛り
上げていただければと思います。大会を成功させ
ることはもちろん、町を全国にＰＲするためにも、
皆さんのご協力をお願いいいたします。

来
年
夏
、
高
校
総
体
開
催

　

平
成
29
年
７
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の
４
日
間
、
カ
メ
リ
ー
ナ
で

に
お
い
て
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）の
空
手
道

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
高
校
総
体
と
競
技
種
目
で
あ
る
空
手
道
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

高
校
総
体
に
お
け
る
空
手
道
競
技

は
、個
人
に
よ
る
「
組
手
競
技
」
と
、

５
人
制
の
団
体
組
手（
学
校
別
）に

よ
る
「
個
人
形
」
が
そ
れ
ぞ
れ
男
女

別
で
争
わ
れ
ま
す
。

【
組
手
競
技
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ
：
競
技
時
間
は
何
分
間
？

Ａ
：
競
技
時
間
は
２
分
間
で
、
時
間

　
　

内
に
８
ポ
イ
ン
ト
差
に
な
っ
た

　
　

時
点
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。

Ｑ
：
競
技
時
間
が
終
了
し
た
ら
？

Ａ
：
２
分
間
の
競
技
時
間
内
に
勝
敗

　
　

が
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、
終
了

　
　

時
に
得
点
の
多
い
者
が
勝
者
と

　
　

な
り
ま
す
。

Ｑ
：
同
点
の
場
合
は
？

Ａ
：
同
点
の
場
合
は
、
主
審
と
副
審

　
　

４
名
の
最
終
判
定
に
よ
り
勝
者

　
　

を
決
定
し
ま
す
。

Ｑ
：
ど
う
す
れ
ば
得
点
で
き
る
？

Ａ
：
技
に
よ
り
１
～
３
ポ
イ
ン
ト
が

　
　

与
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
相
手
へ
の
打
撃
は
あ
り
な
の
？

Ａ
：
突
き
や
蹴
り
な
ど
で
相
手
へ
の

　
　

過
度
の
接
触
技
や
危
険
な
投
げ

　
　

技
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
※「
個
人
形
」は
、指
定
さ
れ
た「
形
」

を
演
武
し
、
５
名
の
審
判
員
が
勝
敗

を
判
定
し
ま
す
。　

町
実
行
委
員
会
事
務
局

永な
が

山や
ま　

小し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

　

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会（
以
下
、「
高
校
総
体
」）は
、

平
成
29
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬

ま
で
、「
繋
が
る
絆
魅
せ
よ
う
僕
ら

の
若
き
力
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
山

形
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
南
東
北

３
県
と
和
歌
山
県
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

高
校
総
体
は
、
全
国
高
等
学
校
体

育
連
盟
が
全
国
各
地
で
個
別
に
開
催

さ
れ
て
い
た
競
技
種
目
別
選
手
権
大

会
を
昭
和
38
年
度
か
ら
統
合
し
て
開

催
し
て
い
る
大
会
で
す
。
現
在
は
、

規
模
や
内
容
か
ら
高
校
生
最
大
の
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
発
展
し
、
夏
季
お

よ
び
冬
季
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
夏
季
大
会
で
は
、
陸
上
競
技
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
水
泳
な
ど
30

競
技
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
「
空
手
道
」
競
技
が
平
成
29
年
７

月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の
４
日
間
、

カ
メ
リ
ー
ナ
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

町
は
昭
和
59
年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
町
宣
言
」
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
を
通
じ

て
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
本
大
会
に
は
、
全

国
か
ら
多
く
の
大
会
関
係
者
が
訪
れ

ま
す
の
で
、
お
も
て
な
し
の
心
で
お

迎
え
し
、
野
口
英
世
博
士
の
ふ
る
さ

と
猪
苗
代
町
を
全
国
に
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
大
会
成
功

に
向
け
て
、
町
民
み
ん
な
で
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
津
工
業
高
等
学
校
教
諭

県内有数の強豪校、学法福島高校空手道部の皆さんが
空手道の主な技を紹介します。

形競技①

倒して突き（３ポイント）

上段蹴り（３ポイント）上段突き（１ポイント）

中段蹴り（２ポイント）

形競技②

◀
南
東
北
総
体
２
０
１
７
の
総
合
ポ
ス
タ
ー
図
案
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私
た
ち
が
地
域
を
元
気
に
！　

貿
易
業
務
の
経
験
は
あ
り
ま
す

が
、
米
や
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
た
だ
食
べ
る
だ
け
で
、

栽
培
方
法
や
販
売
方
法
、
現
状
に
お

け
る
課
題
な
ど
、
全
く
知
識
も
経
験

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
官
公
庁
で

の
勤
務
経
験
が
な
い
の
で
、
戸
惑
う

と
こ
ろ
も
多
い
で
す
。
し
か
し
、
職

場
の
人
や
、
町
民
に
色
々
な
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

に
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
て
、

「
い
な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
」
の
輸
出

拡
大
や
農
産
物
の
６
次
化
、
ブ
ラ
ン

ド
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
町
の
良
さ
を
た
く
さ
ん

発
見
し
て
、
広
く
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
年
５
月
23
日
か
ら
、
町
農
林
課

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
門
永
貞
行
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
輸
入
専
門
商
社
と
建

設
用
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
製
造
メ
ー
カ
ー

で
、
産
業
機
器
な
ど
の
資
材
の
輸
入

や
国
内
販
売
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

昨
年
11
月
に
退
職
し
た
後
、
東
京

や
埼
玉
な
ど
の
関
東
圏
で
、
輸
出
入

に
関
係
す
る
仕
事
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
で
、

米
の
輸
出
に
関
わ
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
を
見
つ
け
ま
し
た
。
私

は
平
成
25
年
１
月
か
ら
平
成
27
年
８

月
ま
で
、
会
津
若
松
市
に
単
身
赴
任

で
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
会
津

に
縁
を
感
じ
、
協
力
隊
に
応
募
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

門
かど

永
なが

　貞行さん（64 歳）
出身地　鳥取県境港市
経歴　東京の輸入専門商社での企画営業、
工業製品製造メーカーで輸入業務に携わる
活動内容　①米の輸出　②農産物の６次化
③農産物のブランド化

　

町
は
、
地
域
で
生
活
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
の
地

域
お
こ
し
支
援
や
各
種
地
域
協
力
支
援
を
行
う
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
」
２
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

と
だ
け
上
げ
て
き
た
つ
も
り
で
す

が
、
猪
苗
代
で
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
た
め
、
移
住
を
決
め
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
空
き
家
の
調
査
を
担

当
し
、
来
年
度
以
降
は
町
と
町
に
好

意
を
も
っ
て
く
れ
て
い
る
人
と
の
パ

イ
プ
役
に
な
っ
て
、
再
利
用
可
能
な

空
き
家
な
ど
を
活
用
し
て
、
新
た
な

人
の
流
れ
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
も
っ
と
町
の
こ
と
を
知
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
い

た
り
調
べ
た
り
と
勉
強
中
で
す
。
ま

だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
今
後
多
く
の
町
民
や
町
外
の
人

と
交
流
し
、
地
域
お
こ
し
に
寄
与
で

き
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
よ
り
町
民
の
仲
間
入
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
國
分

健
一
郎
で
す
。

　

前
職
で
は
、
展
示
会
や
広
告
、
企

画
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
２
０
１
０
年
に
動
物
感
謝

の
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
、

２
０
１
３
年
に
手
紙
を
ま
と
め
た
書

籍
「
あ
り
が
と
う
46
の
物
語
」（
扶

桑
社
）、
２
０
１
４
年
に
「
犬
に
贈

る
ラ
ブ
レ
タ
ー
」(

TO
ブ
ッ
ク
ス)

、

２
０
１
５
年
に
「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ

ミ
ッ
ク
会
え
て
よ
か
っ
た
」(

竹
書

房)

を
発
行
し
ま
し
た
。
今
年
の
冬

に
第
４
弾
が
発
売
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
狭
く
小
さ
い
業
界
を

通
じ
て
、
世
の
中
の
体
温
を
ち
ょ
っ

國
こく

分
ぶん

健一郎さん（37 歳）
出身地　須賀川市
経 歴　 動 物 用 医 薬 品 メ ー カ ー に 勤 務、
2010、11、15 年カーリング福島県代表
活動内容　①空家の調査　②移住定住促進
業務　

地域おこし協力隊
○自身の才能・能力を
　生かした活動
○理想とする暮らしや
　生きがい発見

地　域
○斬新な視点

（ヨソモノ・ワカモノ）
○協力隊員の熱意と行動力が
　地域に大きな刺激を与える

地方公共団体
○行政ではできなかった
　柔軟な地域おこし策
○住民が増えることによる
　地域の活性化

地域おこし協力隊導入の効果
～地域おこし協力隊・地域・地方公共団体の「三方よし」の取り組み～

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
が
著
し
い
地
方
に
お

い
て
、
都
市
部
の
人
材
を
新
た
な
担

い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地
方
公
共

団
体
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
委
嘱
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
一
定
期

間
生
活
の
拠
点
を
地
方
に
移
し
て
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開

発
、
販
売
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
地
域
お
こ

し
の
支
援
を
行
う「
地
方
協
力
活
動
」

に
従
事
し
な
が
ら
、あ
わ
せ
て
定
住
・

定
着
を
図
る
制
度
で
す
。
隊
員
の
活

動
期
間
は
、
お
お
む
ね
１
年
以
上
３

年
以
下
で
、
隊
員
の
活
動
経
費
は
、

総
務
省
が
取
り
組
み
を
行
う
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
、
特
別
交
付
税
に

よ
る
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は

平
成
21
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国

で
31
団
体
、
89
人
の
隊
員
が
活
動
を

開
始
。
平
成
27
年
度
に
は
６
７
３
団

体
、２
６
２
５
人
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
年
度
初
め
て
同
制
度

を
活
用
し
、
２
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
主
な
活

動
内
容
は
①
「
農
畜
産
物
・
産
品
な

ど
の
６
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
に
関
す
る
活
動
」
と
②
「
移
住
・

定
住
促
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
の

推
進
に
関
す
る
活
動
」
で
す
。
今
月

号
で
は
、
委
嘱
さ
れ
た
２
人
の
隊
員

を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

Interview
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第５分団、第６分団が優勝

　平成 28 年度町消防操法大会は７月３日、町水
防センター西側駐車場で開かれ、選手たちが日頃
の練習の成果を披露しました。町内の消防団が分
団ごとにチームを編成して出場。規律、消防ポン
プ操作の正確性、動作のスピードなどを競い合い
ました。主な成績は下記のとおりです。

【ポンプ車操法の部】
①第５分団②第４分団③第２分団
最優秀選手　指揮者＝関和達也、佐瀬暁、阿部正
史（４、５、６分団）、１番員＝遠藤豊（５分団）、
２番員＝野口裕貴（２分団）、３番員＝鈴木一史（５
分団）、４番員＝佐賀信宏、森田圭一、半澤義之（３、
４，５分団）

【小型ポンプ操法の部】
①第６分団②第３分団③第５分団
最優秀選手　指揮者＝阿部哲平（５分団）、１番
員＝新田真義、筑井晴矢（３、６分団）、２番員
＝佐藤大幸、髙橋猛（３、６分団）、３番員＝渡
辺秀之、鈴木武秀、相良達也（１、３、４分団）

町消防操法大会

湖水浴シーズンの無事故を祈る
猪苗代湖５浜合同浜開き祈願祭

　猪苗代湖５浜合同浜開き祈願祭は７月９日、志田浜のレイクサ
イド磐光で行われ、関係者らがシーズンの無事故を祈願しました。
　主催者である志田浜観光事業共同組合の蛭田正雄理事長代理が

「東日本大震災及び原発事故による風評被害により猪苗代湖を訪
れる人が減少していたが、入込客数は回復傾向にある。関係機関
が連携し、猪苗代湖の安全、安心を発信したい」とあいさつ。神
事では、関係者らが玉串を捧げました。

指定管理者の評価を審議
公社等外郭団体点検評価委員会

　町公社等外郭団体評価委員会は 7 月 13 日、町役場で開かれ、「道
の駅猪苗代」の指定管理者について、運営計画を基に審議しまし
た。道の駅猪苗代の施設は、公募によらない指定管理施設として、
平成 28 年 11 月１日から平成 31 年３月 31 日まで株式会社道の
駅猪苗代を指定管理者として承認されました。長谷川與一委員長
がこの結果を町長へ報告し、今後、町議会の議決を経て指定管理
者に最終決定されることとなります。道の駅猪苗代の運営方法などについて慎重に審議

ポンプ車操法の部優勝の第５分団 小型ポンプ操法の部優勝の第６分団

連日の厳しい練習の成果を披露する選手

シーズンの安全を祈って神事を執り行う関係者ら

馳文部科学相（左から２人目）から認定証が交付された

仏都会津・安積疎水に認定証

　文化庁から日本遺産の認定を受けた自治体が集まる「日本遺産
サミット in 岐阜」は７月１日、岐阜市で開かれ、４月にダブル
認定を受けた「仏都会津」と「安積疎水」の２件を含む全 19 件
に認定証が交付されました。交付式には、本県からは前後公町長、
室井照平会津若松市長、品川萬里郡山市長が出席。馳浩文部科学
相が認定自治体の代表者らに認定証を手渡しました。前後町長は

「町を挙げて観光振興に活用する」と抱負を述べました。

日本遺産サミットで認定証交付

故鈴木武喜さんに栄典伝達

　前町議会議長の故鈴木武喜さんへの叙位・叙勲伝達式は６月
29 日、町役場で行われました。式では、戸田光昭県会津地方振
興局長が鈴木さんの長男武浩さんに旭日双光章の勲記と勲章を手
渡しました。鈴木さんは昭和 63 年に町議会議員に当選され、議
長や副議長などの要職を歴任。議会人として町政の進展に尽力さ
れました。武浩さんは「父の遺志を受け継ぎ、町の発展のために
尽くしたい」と述べました。式には、妻の貴

き

久
く

さんが同席しました。

町議会議長などの功績に旭日双光章

伝達式に出席した武浩さん（左から２人目）と貴久さん（右隣）

緑を守り、後世へ伝える

ソメイヨシノの苗木を植樹する児童

会津耶麻地方植樹祭

　第６回会津耶麻地方植樹祭は６月 27 日、びわ沢原森林公園で
開かれ、猪苗代、磐梯、西会津、北塩原各町村の自治体関係者や
児童ら約 100 人が参加しました。式典では「三忠碑」「旧二本松
街道」周辺の環境整備に取り組む五十軒老人クラブに緑化功労者
表彰が贈られました。また、緑小６年の柴田陽基さんと鈴木沙羅
さんが「緑を守り、緑を育て、美しい郷土をつくり、後世へ伝え
ることに努めます」と緑化の言葉を述べました。

創業希望者の支援体制を強化

創業支援事業計画を発表した前後公町長ら

創業者支援ワンストップ窓口を設置

　町と町商工会、会津商工信用組合は７月７日、創業希望者を支
援する計画を発表しました。産業競争力強化法に基づく創業支援
事業計画が国の認定を受け、３者の連携により創業支援ネット
ワークを構成し、町内での新事業の創出や創業者の定着と発展を
支援していきます。町商工会、会津商工信用組合が開催する「創
業支援塾」を所定の時間受講すると、町の証明を得て融資や税の
優遇措置を受けることができます。

まちのわだい
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４７０余名の犠牲者を追悼

　明治 21 年の磐梯山噴火犠牲者を追悼する磐梯山噴火殉難者供
養祭は７月 15 日、西勝寺で行われました。犠牲者の冥福を祈り、
豊かな自然をもたらす磐梯山へ感謝するため、毎年、磐梯まつり
の一環として行われています。磐梯まつり実行委員長の一ノ瀬正
一町商工会長が「尊い命が奪われたことを教訓として後世に伝え
る」と式辞。読経、焼香の後、前後公町長、長沼一夫町議会議長
が供養の辞を、遺族代表の岡部和明さんが謝辞を述べました。

磐梯山噴火殉難者供養祭

磐梯山噴火による犠牲者の冥福を祈る関係者ら

多彩な体験で学びの「祭り」

子どもたちに大人気のミニＳＬコーナー

学びいな夏祭り２０１６

　学びいな夏祭り２０１６は７月 17、18 の両日、学びいなで開
かれました。町体験交流協会に加盟する団体によるさまざまな作
品展示のほか、まが玉作りやオリジナル缶バッジ作り、茶会体験
などの多彩な体験メニューが実施されました。また、ミニＳＬが
運行され、子どもたちの人気を集めました。18 日には、フリー
スタイルスキーモーグル選手の星野純子さん（リステル）が１日
警察署長を務め、防犯や交通安全を訴えました。

ホストタウン交流計画の第１弾

　東京五輪・パラリンピックでガーナ共和国のホストタウンに登
録されている町は 7 月 21 日、関係者７人がガーナ大使館を訪問
し、町内小中学校の児童、生徒が作成した応援メッセージを届け
ました。リオ五輪に出場するガーナ選手団に向けた応援メッセー
ジで、「金メダルめざしてがんばれ」などの声援が寄せられました。
メッセージの寄せ書きは、加藤碧

あお

唯
い

さん（猪苗代小）と渡部莉
り

未
み

さん（猪苗代中）が児童、生徒を代表して届けました。

リオ五輪ガーナ選手団へ応援メッセージ

メッセージを届ける渡部さん（左）と加藤さん（左から３人目）ら

蔵王の自然を満喫

　第 64 回町民ハイキングは７月２日、山形県の蔵王坊平高原で
開かれ、町民 96 人が参加しました。
　雨のためウオーキングコース３．６㌔㍍のうち２．５㌔㍍を散
策。あいにくの天気となりましたが、参加者は蔵王坊平の自然に
触れ、健康の維持・増進を図りました。今回で９回目の参加となっ
た原松夫さん、ミワさん夫婦は「楽しみにしているイベントの一
つなので、また来年も参加したいです」と話しました。

第 64 回町民ハイキング

蔵王坊平高原の自然を満喫する参加者

美しい河川環境を保つ

小黒川周辺の美化作業を行う蜂屋敷の皆さん

河川クリーンアップ作戦

　７月３日、町内各所において河川クリーンアップ作戦が行われ
ました。河川環境の美化を図るため、各地区の河川愛護団体が主
体となって毎年 7 月に河川クリーンアップ作戦を実施しています。
　河川クリーンアップ作戦に参加した人たちは、小雨の降る中、
早朝から河川敷の草刈りや空き缶などのゴミの回収に汗を流しま
した。町の美しい河川環境は、地域の人の協力により保たれてい
ます。　

まちのわだい
TOWN  TOPICS

人権擁護活動に尽力

大川原副町長から感謝状を受ける佐賀さん（左）

佐賀昭男さんに感謝状贈呈

　人権擁護委員を 3 年間努め、このたび退任された佐賀昭男さ
ん（土町）への感謝状贈呈式は 7 月 1 日、町役場で行われ、大川
原久夫副町長から感謝状が手渡されました。佐賀さんは在任期間
中、人権擁護・人権確立のために貢献されました。
　式では、大川原副町長が「人権擁護委員として町の社会福祉増
進にご尽力いただき、ありがとうございました」と感謝の言葉を
述べました。

未来を担う青少年の主張
青少年メッセージ２０１６

　青少年メッセージ２０１６・第 29 回青少年の主張猪
苗代町大会は７月 16 日、学びいなで開かれました。大
会には町内の小中高校から 11 人が参加。家庭や学校で
考えたり取り組んでいることや将来の夢などについて、
自分の言葉で発表しました。
　未来を担う青少年のメッセージはどれも力強く、　夢
と希望に満ち溢れていました。

1_ どうすれば幸せを感じられる
町になるのかを力強く発表する小
檜山桃

もも

実
み

さん（東中）。最優秀賞
受賞者の中で、特に素晴らしい１
名に贈られる塩川正十郎賞を受賞
した　2_ 猪苗代湖の水質を改善
するために必要なことを発表する
鈴木琉

る

乃
の

さん（翁島小）　3_ 将来
の夢をかなえるために必要なこと
や努力していることを述べる渡部
璃

り

斗
と

さん（猪苗代高校）　4_ 発表
者と審査員の皆さん

1

43

2
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スクールトピックス

いつも元気いっぱいの悠惺くん。ママの妙子さんは
「もう少し大きくなったら、家族で旅行に行きたい

ですね」と話します。

平成 27 年７月生まれ
～壺下
雄太朗さん・妙子さん夫婦の長男

佐藤　悠
ゆ う

惺
せ い

　くん

大好きなパパとママと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

　

さ
く
ら
ん
ぼ
や
メ
ロ
ン
な

ど
が
好
物
と
い
う
悠
惺
く
ん
。

大
好
き
な
フ
ル
ー
ツ
が
あ
る

と
、
指
を
さ
し
て
お
ね
だ
り

を
す
る
そ
う
で
す
。

　
「
ボ
ー
ル
遊
び
も
好
き
で
、

色
ん
な
も
の
を
持
っ
て
は
投

げ
よ
う
と
す
る
ん
で
す
」
と

マ
マ
の
妙
子
さ
ん
は
笑
顔
で

話
し
ま
す
。
自
動
車
に
も

と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い

て
、
自
宅
の
敷
地
に
自
動
車

が
入
っ
て
く
る
と
「
プ
ー
！

プ
ー
！
」
と
興
奮
し
た
様
子

で
に
マ
マ
に
教
え
て
く
れ
る

ん
だ
と
か
。

　

近
所
に
住
む
土
屋
勇
登
く

ん
と
は
大
の
仲
良
し
。
一
緒

に
志
田
浜
に
出
か
け
て
、
砂

遊
び
を
し
た
り
、
小
石
を
並

べ
た
り
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
愛
情
に
包
ま

れ
て
元
気
に
成
長
し
て
い
る

悠
惺
く
ん
。
パ
パ
の
雄
太
朗

さ
ん
は
、「
元
気
で
健
康
に

育
ち
、
他
人
に
優
し
く
で
き

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

短冊に願いを込めて
　ひまわりこども園は７月７日、七夕誕生会を開きまし
た。園内には約７㍍の長さのささ竹が用意され、３歳児
から５歳児までの２２５人の園児が願い事を書いた短冊
などを飾り付けました。
　チューリップ１組（４歳児）の短冊には「大きくなっ
たらお姫様になりたいです」、「おもちゃがいっぱいほし
いです」、「大きくなったらアイドルになりたいです」な
ど、子どもたちの願いが込められていました。

　紅獅子旗争奪第 39 回県少年野球選手権大会会津地区
予選は７月 16、17 の両日、南会津町のびわのかげ野球
場で行われ、東中学校のひいらぎ野球クラブが県大会へ
の出場権を獲得しました。主将の田母神幹太さんは「地
区予選ではチーム全員で声を出したことが良い結果につ
ながりました。県大会でもメンバーの力を合わせてがん
ばります」と意気込みを話しました。県大会は８月 13、
14 の両日、郡山市の開成山球場などで開かれます。

県大会出場を決める

　猪苗代高校は７月 25 日、猪苗代消防署の三星政広さ
んを講師に招き、心肺蘇生法講習会を開きました。スキー
部やバスケットボール部などの生徒 23 人と教職員 22
人が講習会に参加。緊急時に備えるため、心肺蘇生法や
ＡＥＤの正しい使用方法をダミー人形を使って学びまし
た。初めて講習会に参加した宮下翔伍さん（１年）は「心
臓マッサージは想像していたよりも力が必要で難しかっ
たです」と話しました。

　東中学校は６月 23、24 の両日、総合的な学習の時間
の一環として２年生の生徒 29 人が町内の事業所などで
職場体験を行いました。
　このうち、いわはし館では３人の生徒が配膳や清掃な
どを体験。また、実際に訪れたお客さんから注文をとっ
たり、そばを運んだりして、接客にも挑戦しました。渡
部未

み

夢
ゆ

さんは「難しいところがたくさんありますが、仕
事を覚えてしっかりと対応したいです」と話しました。

町内事業所で職場体験

心肺蘇生法講習会

東中学校

猪苗代高校

東中学校

ひまわりこども園

県大会出場を決めた選手たち

ささ竹に短冊を飾る園児

いわはし館で職業体験を行う生徒

ダミー人形を使って心肺蘇生法を学ぶ生徒

　

ア
ク
ア
マ
リ
ン
カ
ワ
セ
ミ
水
族

館
で
は
「
夏
休
み
わ
く
わ
く
イ
ベ

ン
ト
」
を
開
催
し
、
連
日
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集

め
て
い
る
の
が
、「
カ
ブ
ト
ム
シ
・

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
展
」
で
す
。
世
界

の
カ
ブ
ト
ム
シ
と
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

約
20
種
類
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

磯
谷
義
雄
副
館
長
は
「
企
画
展
で

は
、
外
国
産
の
昆
虫
が
国
内
に
持

ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
問
題
な

ど
を
学
べ
る
展
示
内
容
と
し
ま
し

た
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
参
考

に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
日
午
前
10
時
と
午
後

３
時
に
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ
ワ
ウ

ソ
親
子
の
餌
や
り
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
飼
育
員
が
ニ
ジ
マ
ス

な
ど
の
餌
を
与
え
る
様
子
や
水
中

を
泳
ぐ
姿
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

同
水
族
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
企

画
展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

８
月
31
日（
水
）ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン

い
な
わ
し
ろ
カ
ワ
セ
ミ
水
族
館

夏
休
み
わ
く
わ
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

来館者に展示内容を説明する磯谷副館長（右）ユーラシアカワウソの餌やりの様子

夏休みイベント
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Ｑ
＆
Ａ　

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
：
限
度
額
認
定
証
の
申
請
を
し
な

　
　

か
っ
た
場
合
は
、
窓
口
で
の
負

　
　

担
は
ど
う
な
る
？

Ａ
：
未
申
請
の
場
合
、
医
療
費
の
窓

　
　

口
で
の
支
払
い
に
限
度
は
な
く

　
　

な
り
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
設

　
　

定
さ
れ
て
い
る
上
限
額
を
超
え

　
　

た
分
は
、
後
日
、
高
額
療
養
費

　
　

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

Ｑ
：
70
歳
以
上
の
「
低
所
得
者
Ⅰ
」

　
　

の
区
分
に
該
当
す
る
の
は
、
ど

　
　

の
よ
う
な
場
合
な
の
？

Ａ
：
例
え
ば
、
公
的
年
金
だ
け
で
生

　
　

活
し
て
い
る
家
族
で
、
そ
れ
ぞ

　
　

れ
の
年
金
収
入
が
80
万
円
に
満

　
　

た
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
区
分

　
　

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
通
帳
と

届
出
印
を
持
っ
て
、

町
指
定
金
融
機
関
に

直
接
申
し
込
む
の
よ
。

今
月
ピ
ン
チ
だ
か
ら

相
談
し
に
い
か
な
い
と

国
保
の
お
は
な
し

健
康
は
誰
も
が
持
つ
願
い
で
す
。
し
か
し
、
あ
る
日
突
然
私
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。

そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
の
力
に
な
り
支
え
て
く
れ
る
の
が
、
国
民
健
康
保
険
制
度
で
す
。

今
月
号
で
は
、
限
度
額
認
定
証
や
国
保
税
の
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
民
生
活
課

　

国
保
年
金
係

　

☎（
62
）２
１
１
４

国民健康保険には、さまざ
まな制度があるんだね。
分からないことがあれば、
町民生活課国保年金係に問
い合わせてみようっと。

その２

所
得
に
応
じ
て
負
担
区
分
を
再
判
定

し
ま
す
）。

　

ま
た
、
非
課
税
世
帯
【
世
帯
の
国

保
加
入
者（
擬
制
世
帯
主
含
む
）全

員
の
住
民
税
が
非
課
税
】
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
保
険
診
療
の

一
部
負
担
金
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
【
表
１
】

高
齢
受
給
者
証
も
８
月
に

更
新
さ
れ
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
交
付

さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
負
担
割
合（
２

割
ま
た
は
３
割
）を
判
定
し
、
毎
年

８
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
世
帯

主
宛
て
に
郵
送
し
ま
し
た
。
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
い
て

い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の
受

給
者
証
を
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機

関
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
で
、入
院
・

外
来
と
も
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
は
納
期
限
内
に

　

国
保
税
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
８
回
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
保
税
の
未
納
が
続
く

と
、
有
効
期
間
の
短
い
保
険
証
や
、

窓
口
の
支
払
い
で
医
療
費
の
全
額
を

負
担
す
る
必
要
が
あ
る
資
格
証
明
書

な
ど
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
期
限
ま
で
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
早
め
に
税
務
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
す

　

国
保
税
の
納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
な
ら
、
国
保
税
を
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
な
い
の
で
安
心
・
便
利
・

確
実
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す
る
だ

け
で
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
的
に
継

続
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
に
は
負
担
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
離
職
し
た
本
人
の

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30

の
額
と
み
な
し
て
、
国
保
税
を
計
算

す
る
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

○
軽
減
対
象
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
（
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失

し
た
場
合
は
そ
の
時
点
ま
で
）

○
対
象
者

　

雇
用
保
険
法
の
特
定
受
給
資
格
者

お
よ
び
特
定
理
由
離
職
者

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

理
由
の
コ
ー
ド
が
「
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
人

で
す
（
離
職
時
点
で
65
歳
以
上
の
人

お
よ
び
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
の
な

い
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

②
印
鑑

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

所得区分 １カ月の自己負担限度額 入院時の１食の
食事負担

ア：年間所得 901 万円超 252,600 円＋（医療費 -842,000 円）×１％『140,100 円』 360 円
イ：年間所得 600 万円～ 901 万円 167,400 円＋（医療費 -558,000 円）×１％『93,000 円』 360 円
ウ：年間所得 210 万円～ 600 万円 80,100 円＋（医療費 -267,000 円）×１％『44,400 円』 360 円
エ：年間所得 210 万円以下 57,600 円『44,400 円』 360 円
オ：住民税非課税者 35,400 円『24,600 円』 210 円（※）

（※）過去 12 カ月間で入院日数が 90 日を超えると 160 円になります。詳しくは国保年金係の窓口に問い合わせてください。
・『　』内は、過去 12 カ月間に１つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額です。
・入院時の食事負担や差額ベッド代などは、自己負担限度額に含まれません。

● 70 歳未満の人

● 70 歳以上（高齢受給者）の人

【表１】

所得区分 １カ月の自己負担限度額 入院時の１食の
食事負担外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 44,400 円 80,100 円 +（医療費 -267,000 円）×１％『44,400 円』 260 円
一　　般 12,000 円 44,400 円 260 円

低所得者
（住民税非課税）

低Ⅱ
8,000 円

24,600 円 210 円（※）
低Ⅰ 15,000 円 100 円

窓
口
で
の
医
療
費
負
担
が

限
度
額
ま
で
に
な
る
に
は

　　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
窓
口
負
担
が
限
度

額
（
表
１
）
ま
で
に
な
り
ま
す
。
入

院
の
予
定
が
あ
る
人
、
外
来
で
の
医

療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
人
な
ど

は
、
事
前
に
国
保
年
金
係
の
窓
口
に

申
請
し
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
初
日
か

ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
に
は
、
保
険
証
と
印
鑑
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
、
国
保
税
に
滞

納
が
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

８
月
は
限
度
額
認
定
証
の

更
新
月
で
す

　

有
効
期
限
が
平
成
28
年
７
月
31
日

ま
で
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
て
も
、

引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
（
前
年
の

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か

ら
傷
病
を
受
け
た
と
き
は

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
傷
病
を
受
け
た
場

合
、
医
療
費
は
本
来
加
害
者
が
支
払

う
も
の
で
す
が
、
届
け
出
に
よ
り
国

保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。一
時
的
に
国
保
が
立
て
替
え
て
、

あ
と
か
ら
国
保
が
加
害
者
に
費
用
の

請
求
を
行
い
ま
す
。

　

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
に
は

必
ず
国
保
年
金
係
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
仕
事
中
の
け
が
は
、
労
働

災
害
保
険（
労
災
）の
対
象
に
な
る

の
で
、
国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ぼ
く
は
地
元
へ
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
た
め

に
退
職
し
た
か

ら
、
負
担
軽
減
措

置
は
受
け
ら
れ
な

い
ね
。

交通事故以外の第三
者行為ってどんなも
のがあるの？

他人の犬にかまれた
とか、スキーの接触
事故などが考えられ
るわ。
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猪
苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
６
開
催
の
お
知
ら
せ

　

第
６
回
と
な
る
今
大
会
は
、
有
森

裕
子
さ
ん
を
大
会
ゲ
ス
ト
に
お
招
き

し
開
催
し
ま
す
。
親
子
の
部
か
ら

ハ
ー
フ
の
部
ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
大
会
公
式

Ｈ
Ｐ
（http://inaw

ashirokohalf.
com

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
23
日（
日
）※
雨
天

決
行

午
前
８
時
40
分
～
午
前
９
時
40
分
の

間
に
種
目
別
ス
タ
ー
ト

▼
会
場　

カ
メ
リ
ー
ナ

▼
コ
ー
ス　

カ
メ
リ
ー
ナ
ス
タ
ー
ト

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス

▼
競
技
種
目　

○
ハ
ー
フ（
２
１
，
０
９
７
５
ｋ
ｍ
）

○
10
ｋ
ｍ
（
男
女
高
校
生
以
上
）

○
５
ｋ
ｍ
（
中
学
生
男
子
）

○
３
ｋ
ｍ
（
中
学
生
女
子
）

○
２
ｋ
ｍ
（
小
学
生
男
女
４
～
６
年

生
）

○
２
ｋ
ｍ
（
親
子
※
小
学
生
男
女
１

～
３
年
生
と
父
母
）

▼
申
込
方
法　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー（http://

w
w

w
.sportsentry.ne.jp/

）ま
た
は

て
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

▼
支
給
対
象
者

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
人

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

場
合（
住
民
税
に
お
い
て
、
ど
な
た

か
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
な
ど
）や

生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な

ど
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

【
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
】

▼
支
給
対
象
者

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
要
件
に
該

当
す
る
人
で
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
等
の
平
成
28
年
４
月
ま
た
は
５
月

の
受
給
が
あ
る
人

※
た
だ
し
、
低
所
得
の
高
齢
者
向
け

の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金（
平
成
28
年
４
月
か
ら
７
月
に

受
付
）の
支
給
を
受
け
た
人
や
課
税

さ
れ
て
い
る
人
に
生
活
の
面
倒
を
見

て
も
ら
っ
て
い
る
場
合（
住
民
税
に

お
い
て
、
ど
な
た
か
の
扶
養
と
な
っ

て
い
る
な
ど
）や
生
活
保
護
の
受
給

者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
申
請
方
法

・
申
請
先　

保
健
福
祉
課

・
申
請
受
付
期
間
や
提
出
書
類
な
ど

ラ
ン
ネ
ッ
ト（http://runnet.jp/

）

②
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

☎
０
５
７
０（
５
５
０
）８
４
６

※
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０（
37
）８
４
３
４

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
の
参
加
申
込
書
は
、
学

び
い
な
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

９
月
23
日（
金
）ま

で▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎（
72
）０
１
８
０

あ
な
た
の
家
に
も
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
せ
ん
か

　

町
お
よ
び
県
で
は
、
町
内
の
住
宅

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
人
を
対
象
に
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

【
猪
苗
代
町
】

▼
補
助
額
１
ｋ
ｗ
当
た
り
１
万
５
千

円
、
４
ｋ
ｗ
ま
で
。
最
大
６
万
円

▼
申
請
期
限　

予
算
が
な
く
な
り
次

第
終
了

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

【
福
島
県
】

▼
補
助
額　

１
ｋ
ｗ
当
た
り
４
万

円
、
４
ｋ
ｗ
ま
で
。
最
大
16
万
円

▼
申
請
期
限　

平
成
29
年
２
月
28
日

（
火
）ま
で

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
４（
５
２
６
）０
０
７
０

※
補
助
申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
た

場
合
は
、
期
間
内
で
あ
っ
て
も
募
集

を
締
め
切
り
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

町
で
は
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
得
の
低
い
人
に
対
し
、
暫
定

的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
併

せ
て
、
低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
向
け
の
「
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
も
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
金
を
受
け
取
る

に
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
へ
の
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

給
付
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
人
に
は
、
９
月
上
旬
に
案
内
と
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
案
内
を
確
認

の
上
、
申
請
受
付
期
間
内
に
申
請
し

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

９
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
、
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

９
月
６
日（
火
）

※
一
般
質
問
は
12
日（
月
）、
13
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

に
つ
い
て
は
、
郵
送
さ
れ
る
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

　
行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

▼
開
催
日
時　

８
月
17
日（
水
）、
９
月
21
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

９
月
２
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

▼
人
権
擁
護
委
員

　　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
省
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
地
域
住
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護

と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
じ

め
や
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
で
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ宮澤　重正さん

☎（66）3995
（下舘）

給
付
金

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

相
　
談

議
　
会

猪苗代町議場（町役場３階）

長尾　幸子さん

☎（62）4795
（旭町）
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○磐水カラオケ教室　　　　　30,000 円

○野口英世博士のふるさといなわしろ応援
寄付金として
　星　　作美さん（茨城県）　　30,000 円
　小川　崇徳さん（北海道）     100,000 円
　中村　　明さん（山口県）　　50,000 円
　藤崎　　安さん（埼玉県）　　10,000 円
　小室　　眞さん（埼玉県）　　30,000 円
　関口　賢一さん（神奈川県）     50,000 円
　佐藤　末子さん（埼玉県）　　50,000 円
　長谷川仁人さん（岐阜県）　　50,000 円
　杉山　健一さん（千葉県）　　10,000 円
　金子　　至さん（長野県）　　30,000 円

く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員　

25
名
程
度

▼
雇
用
予
定
期
間

平
成
28
年
12
月
15
日（
木
）～
平
成

29
年
３
月
14
日（
火
）ま
で

▼
賃
金

町
の
規
定
に
よ
る
。
早
朝
・
深
夜
・

休
祝
日
出
勤
は
超
過
勤
務
手
当
て
あ

り※
経
験
年
数
に
よ
り
基
本
賃
金
が
変

わ
り
ま
す

▼
採
用
条
件

平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
満
70
歳
以

下
の
健
康
な
人
で
、
大
型
特
殊
免
許

（
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
限
定
免
許

除
く
）お
よ
び
車
輌
系
建
設
機
械
運

転
技
能
講
習
修
了
資
格
の
保
持
者
。

※
除
雪
車
の
運
転
経
験
が
あ
り
即
時

運
転
・
作
業
が
可
能
な
人

▼
提
出
書
類

・
履
歴
書（
用
紙
は
建
設
課
で
受
け

取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

・
運
転
免
許
証
の
写
し

 

・
車
輌
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

修
了
証
の
写
し

 

・
健
康
診
断
書

▼
申
込
期
限

平
成
28
年
10
月
28
日（
金
）ま
で

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合
は
、
期

限
前
に
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

建
設
係

☎（
62
）２
１
１
８

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
を

支
援
「
児
童
扶
養
手
当
」

　　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人

※
児
童
の
年
齢
は
、
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

（
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
を
持

つ
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童　

な
ど

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
た
り
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た
り

し
た
と
き

・
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
婚
姻
の
届

け
出
は
し
て
い
な
く
て
も
、
事
実
上

の
婚
姻
関
係（
内
縁
関
係
な
ど
）が

あ
る
と
き

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
の
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年

度（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）

は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
義

務
者（
同
居
の
直
系
血
族
お
よ
び
兄

弟
姉
妹
）な
ど
の
所
得
に
よ
る
所
得

制
限
も
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
額（
月
額
）

○
児
童
１
人
の
場
合

・
全
部
支
給　

４
万
２
３
３
０
円

・
一
部
支
給　

９
９
８
０
円
～
４
万

２
３
２
０
円（
所
得
に
応
じ
て
）

○
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目　

最
大
で
１
万
円
、
３
人
目

以
降
１
人
に
つ
き　

最
大
で
６
千
円

※
加
算
額
に
つ
い
て
は
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
が
導
入
さ
れ
、
物
価
の
上
下

に
合
わ
せ
て
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

県
児
童
家
庭
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

募
集

　

町
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
道
路

交
通
と
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、

除
雪
運
転
手
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

　農業委員会は農地の公的管理主体として、食料の生産
基盤である優良農地の確保と有効利用の促進を図るた
め、毎年、農地パトロールを実施し、遊休農地の実態把
握と発生防止・解消、農地の違反転用発生防止対策など
について重点的に取り組んでいます。
　本年度は、下記のとおり実施する予定です。
　パトロール当日は、公用車に「農地パトロール実施中」
のマグネットを貼り、農業委員会の帽子と腕章を着用し
た地区担当農業委員と事務局職員が巡回します。
　調査の際に農地などへの立ち入りやお話を伺う場合も
ありますので、ご理解とご協力をお願いします。

問農業委員会事務局　農地係　☎（62）5655

農地パトロールを実施します

実施日 地区名 担　当　委　員

８月中

猪苗代 長谷川正・金本久美子・佐賀昭男
翁　島 細貝保男・鬼多見賢
千　里 阿部正義・小檜山久栄・戸田義巳
月　輪 二瓶芳雄・土屋清美・土屋勇雄
長　瀬 佐藤章・丸山之子・武田利和
吾　妻 小熊義一・渡部長昭・安達寿人

告　

示

・
第
49
号
「
公
売
通
知
書
の
公
示
送

達 

」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
50
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
51
号
「
不
動
産
等
の
最
高
価
申

込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達
」（
税

務
課
収
納
係
）

・
第
52
号
「
配
当
計
算
書
の
公
示
送

達
」（
税
務
課
収
納
係
） 

公　

告

・
第
17
号
「
抑
留
犬
の
公
告
」（
町
民

生
活
課
環
境
係
） 

・
第
18
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て（
第
２
号
）」（
税

務
課
収
納
係
） 

・
第
19
号
「
平
成
29
年
度
猪
苗
代
町

職
員（
高
校
卒
程
度
）採
用
候
補
者

試
験
」（
総
務
課
行
政
管
理
係
）  

第
20
号
「
平
成
27
年
度
に
お
け
る
個

人
情
報
の
開
示
及
び
情
報
公
開
の
実

施
状
況
の
公
表
に
つ
い
て
」（
総
務

課
秘
書
広
報
係
）  

 

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に

な
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　第 10 回市町村対抗福島県軟式野球大会が次の
とおり開催されます。猪苗代町チームを応援しま
しょう。
○日時　９月 17 日（土）
　第３試合　午前 11 時 30 分試合開始予定
○会場　開成山野球場（郡山市）
○対戦相手　天栄村
※雨天により、日程が変更となる場合があります。

第 10 回市町村対抗野球大会

子
育
て

採用種目 資格 受付期間 試験 試験期日 試験会場 備考

自衛官候補生
（男子）

18 歳以上
27 歳未満 常時受付

筆記試験 ９月 17 日（土）午後 会津大学

筆記試験、口述試験・身
体検査

口述試験・身体検査 ９月 25 日（日）～ 29 日（木）
10 月１日（土）※指定する１日

福島駐屯地
郡山駐屯地

自衛官候補生
（女子）

18 歳以上
27 歳未満

７月１日（金）～
９月８日（木） 筆記試験、口述試験・身体検査 ９月 24 日（金） 郡山駐屯地

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満

７月１日（金）～
９月８日（木）

１次試験（筆記） ９月 17 日（土）午前 会津大学
１次試験合格者の２次試
験（口述試験・身体検査）
については、後日通知

２次試験（口述試験・身体検査） 10 月６日（木）～９日（日）
※指定する１日

福島駐屯地
郡山駐屯地

航空学生 高卒（見込み含む）
21 歳未満

７月１日（金）～
９月８日（木） １次試験（筆記） ９月 22 日（木） 郡山市労働福祉

会館

●平成 28 年度自衛官採用試験日程

詳しくは、担当の広報官にお問い合わせください。
【問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）　☎（27）6724

募
　
集

善意をありがとうございます

善意を寄せた山本繁喜さん（左）と古川英信さん（右）

掲
示
板



広報 猪苗代  2016-8    2223    2016-8  広報 猪苗代

今月の納期
（納期限８月 31 日）

●町県民税        第２期分

●国民健康保険税

                             第２期分

●介護保険料   第２期分
●後期高齢者医療保険料

　　　　　　     第１期分

●上下水道使用料
                                       ８月分

●下水道負担金　

　　　　　　     第２期分

　生活自立サポート相談会
　を開催します

　平成 27 年度から生活困窮者への
支援の一環として、生活困窮者自立
支援制度が始まりました。県社会福
祉協議会では、相談会を開催いたし
ますので、「就職したいけど仕事が
みつからない」、「収入が不安定で生
活が苦しい」などの生活全般にわた
る困りごとがありましたら、お気軽
にご相談ください。なお、予約は不
要ですが、混雑する場合があります
ので、事前の予約をお勧めします。
●日時　8 月 30 日（火）
　午前 10 時～午後３時
●場所　町地域福祉交流センター大
会議室（旧県立猪苗代病院）
問町社会福祉協議会
　☎（62）5168
　保健福祉課社会福祉係
　☎（62）2115
　

道の駅猪苗代
スタッフ募集

　
　道の駅猪苗代では、一緒にお客様
をおもてなしするスタッフを募集し
ています。
●勤務内容　売場、飲食、清掃など
●雇用形態　正社員、パート、アル
バイト
●勤務開始　正社員は 10 月 1 日か
ら、パート・アルバイトは 10 月下
旬からの予定
●勤務場所　道の駅猪苗代
●応募締切　８月 22 日（月）まで
※町商工観光課の無料職業紹介所で
も求人情報をご覧いただけます。
問株式会社道の駅猪苗代

（道の駅猪苗代指定管理予定者）
☎（36）7676

暮らしの情報広場

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

　
　熱中症に注意しましょう

　夏本番を迎え、熱中症になる人が
増えています。熱中症をしっかり予
防し、楽しい夏を過ごしましょう。

【熱中症予防のポイント】
①部屋の温度をこまめにチェック
し、エアコンや扇風機を上手に使い
ましょう。
②のどが渇かなくてもこまめに水分
補給をしましょう。
③外出の際は体を締め付けない涼し
い服装で、日よけ対策もしっかりし
ましょう。
④無理をせず、適度に休憩をとりま
しょう。
⑤日ごろから栄養バランスのよい食
事をとり、適度な運動をしましょう。

【こんなときはためらわずに救急車
を呼びましょう！】
①自分で水が飲めなかったり、脱力
感や倦怠感が強く、動けない場合
②意識がない（おかしい）、全身の
けいれんがあるなどの症状がある場
合
問猪苗代消防署
　☎（62）4433　

お知らせ

町の人口

  28 年７月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　14,802 人
　　世帯数　　　  4,947 戸
　　出生　  7 人　  転入　 45 人
　　死亡　16 人  　転出　 49 人

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 28 年６月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！息子を装い、お金をだまし
取る詐欺が増えています。話の中で、お金の手渡し・
振り込みの指示があったときは、すぐに家族や知人か
警察（110 番）に相談してください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず反射材を身に着け
ましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 28 年 平成 27 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 36 34 2 5.9
磐 　 梯 　 町 12 ６ ６ 100.0
裏 　 磐 　 梯 ９ ７ ２ 28.6

　　　計 57 47 10 21.3

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
28 年 27 年 28 年 27 年 28 年 27 年

窃盗犯計 28 26 11 ５ ８ ７
空き巣 1 ２
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし ２ ３ １ １
倉庫荒らし １ 1
侵入盗その他 ５ 10 ２ ２
置引き 2 １ １ ３
車上ねらい ２ １ １ ３
部品ねらい １
脱衣場ねらい ３ １
自販機ねらい
万引き 2 ２
職場ねらい １
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 ２ ４ ２ ３ １
非侵入盗その他 ３ ３ １
自動車盗 ２
オートバイ盗
自転車盗 ６ ３
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 １ １
詐欺・横領 2

遺失物等横領
器物損壊 ５ 3 １

その他の刑法犯 ３ ２ １
総　計 36 34 12 ６ ９ ７
増　減 ２ ６ ２

死亡事故 １ 0 0 0 0 0
増　　減 １ 0 0
人身事故 30 25 ９ ８ ４ ２
増　　減 ５ 1 ２

お悔やみ申し上げます
（６月 15 日～７月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

菅野　八郎 82 八郎 上ノ上

鵜川ミチヨ 103 ミチヨ 下舘

遠藤　トキ 83 トキ 新堀向

大坂　明 89 悌造 川桁

五十嵐榮子 95 榮子 下舘

渡部ツイ子 87 睦 古城町

六角新一郎 92 江利 金曲

高田　清江 87 清秀 八千代

遠藤　久子 87 久子 新屋敷

佐藤ユキノ 94 源作 都沢

戸田　幸子 90 幸子 都沢

吉川トシ子 92 トシ子 中の沢

小泉　廣海 75 廣海 不動

涌井フミヱ 97 フミヱ 下舘

笠井嘉代子 78 嘉代子 市沢

　 天鏡閣・福島県迎賓館
　 県民の日記念イベント

　天鏡閣および福島県迎賓館では、
８月 20 日（土）、21 日（日）両日、
県民の日記念イベントを開催しま
す。

【20 日（土）】
・福島県迎賓館特別公開（要予約）

【21 日（日）】
・天鏡閣終日無料開放
・福島県迎賓館特別公開（要予約）
・いなわしろ民話の会による昔語り
・迎賓館で和楽の演奏とお茶席
・コケ玉づくり体験
詳しくは天鏡閣までお問い合わせく
ださい。ホームページ（http://www.
tif.ne.jp/soumu/tenkyokaku） に も
イベント情報を掲載しています。
問天鏡閣　☎（65）2811

　 お魚さんが待ってるよ
　第 21 回内水試参観デー

　淡水魚の試験研究をしている県の
内水面水産試験場では、施設や研究
内容を地域の皆さんに知っていただ
くため、今年も施設を開放して楽し
いイベントを開催します。
●日時　８月 20 日（土）
　午前 10 時～午後３時
●場所　福島県内水面水産試験場

（「アクアマリンいなわしろカワセミ
水族館」隣）
●主な内容

　○試験研究の成果発表
　○ちびっ子魚つかみ大会（無料）
　○試食コーナー（無料）
　○水産物などの販売（有料）
　（雨天の場合、屋外イベントは中
止になる場合があります）
※環境に配慮するため、自動車は相
乗りでお願いします。
問県内水面水産試験場
　☎（65）2011

　窒素りん除去型浄化槽
　講習会のお知らせ

　猪苗代湖流域内に新たに浄化槽を
設置する場合には、湖の水質を守る
ために、福島県の条例で窒素りん除
去型浄化槽の設置が義務づけられて
います。
　浄化槽の設置補助金や維持管理に
ついて多くの方に知ってもらうた
め、下記のとおり講習会を開催しま
す。
●日時　８月 23 日（火）
　午前 10 時～正午
●場所　学びいな（大研修室）
●内容
○猪苗代湖の水質の現状と県猪苗代
湖水環境保全条例について
○家庭でできる生活排水対策
○浄化槽設置補助事業について
○窒素りん除去型浄化槽の維持管理
について
問県生活環境部水・大気環境課　☎
024（521）7258

催　　し

講 習 会

８月 10 日～９月末の窓口業務延長日は
８月 23 日、９月６日、９月 20 日です編

集
後
記

▼
磐
梯
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

る
と
、
本
格
的
な
夏
の
到
来

を
感
じ
ま
す
。
取
材
中
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
▼
空
手

道
紹
介
の
ペ
ー
ジ
で
学
法
福

島
高
校
の
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
試
合
を
生
で

観
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
▼

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
リ
オ
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
い

よ
い
よ
開
幕
。
日
本
、
そ
し

て
ガ
ー
ナ
選
手
団
の
活
躍
に

期
待
し
て
い
ま
す
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

問総務課　行政管理係　☎（62）2111

相　　談 救　　急

【お詫びと訂正】
　広報７月号（No.669）の記
事に誤りがありました。
　10 ページ「県消防協会猪
苗代支部幹部大会」の記事中、

「宍戸卯一さん」とあるのは
「獅戸卯一さん」の誤りです。
お詫びして訂正いたします。

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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【材料】４人分
なめこ  小１袋・オクラ  ４本・にんじん  １／３本・ズッキーニ  １本・
豆腐  １／２丁・長芋  200㌘・長ネギ１／２本・だし汁  600cc・み
そ  大さじ１と小さじ１  

【作り方】
①なめこはさっと水洗いし、オクラ、にんじん、ズッキーニ、豆腐
は食べやすい大きさに切る。
② 皮をむいた長芋はすりおろし、長ネギは小口切りにする。
③だし汁と①を入れた鍋を火にかけ、材料がやわらかくなったら火
を止める。みそを溶かし入れ、②を加えてひと煮立ちしたら器に盛っ
て出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 91㌔㌍、塩分 1.0㌘

夏野菜入りネバネバ汁
（高血圧予防メニュー）

■一口メモ■
　汁物は具だくさんにすることで汁の量が減り、塩分の摂取も控えることができます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 230

「ロンドンの夕方」

ロンドンの夕方を想像して描き
ました。人の部分などは、少し
かすれた感じが出るように絵の
具を使いました。建物のレンガ
を上手に描けたところが気に
入っています。

古内　綾
あ や

南
な

さん（６年）

工作「遊園地」

板を電動糸ノコでいろいろ
な形に切ってから、絵の具
で色を塗って画用紙に貼り
ました。ビー玉で迷路のよ
うに進むことができます。
工夫したのは、真ん中の噴
水を斜めにしたところです。佐藤　萌

も え

音
ね

さん（５年）

みんなの美術館
８月は緑小学校のお友達の作品です


